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3．調査結果 
※『性別』と『年齢別かつ性別』の集計については、「3．( )」の母数(N)が少ないことから、「1．女性」及び「2．

男性」に関する分析のみ行っている。 

 

（1）男女平等観などについて 

問７ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。 

（あてはまるもの１つに○） 

 

「1．賛同する」と「2．どちらかといえば賛同する」を合わせた『賛同する』は 31.3％、「4．賛

同しない」と「3．どちらかといえば賛同しない」を合わせた『賛同しない』は 67.3％であった。 

 

  

1.賛同する
6.0%

2.どちらかといえば

賛同する 25.3%

3.どちらかと

いえば賛同し

ない 34.6%

4.賛同しない
32.7%

無回答
1.4%

(N=1,906)
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性別 

「1．賛同する」と「2．どちらかといえば賛同する」を合わせた『賛同する』は、女性が 27.8％、

男性が 37.8％であり、女性より男性の方が肯定的な考えを持っている人が多い。 

一方で、「4．賛同しない」と「3．どちらかといえば賛同しない」を合わせた『賛同しない』は、

女性が 71.2％、男性が 60.3％であり、男性より女性の方が否定的な考えをもっている人が多い。 

 

  

5.3%

7.3%

22.5%

30.5%

10.0%

36.4%

31.4%

30.0%

34.8%

28.9%

60.0%

0.9%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=1,199)

2.男性
(N=688)

3.（ ）
(N=10)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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年齢別かつ性別 

女性と男性で意識が最も大きく異なる年齢層は 20～29 歳、次いで 16～19 歳であり、特に若い世

代において意識の差が大きくなっている。 

また、50～59 歳では、女性の 74.6％、男性の 73.6％が否定的な考えをもっており、女性・男性

ともに否定的な考えを持っている人が多い。 

 

1
6

～19

歳 

 

20

～29

歳 

 

30

～39

歳 
 

40

～49

歳 

 

凡
例 

 

  

6.2%

6.5%

15.9%

28.3%

36.7%

34.8%

41.2%

30.0% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=289)

2.男性
(N=247)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答

3.3%

10.9%

22.2%

38.2%

43.3%

23.6%

31.1%

25.5% 1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=90)

2.男性
(N=55)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
2.5%

5.6%

28.7%

27.8%

34.4%

33.3%

33.8%

29.6%

0.6%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する
3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない
無回答

3.0%

7.2%

25.0%

31.3%

37.9%

30.1%

33.2%

27.7%

0.9%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=232)

2.男性
(N=83)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答

2.5%

5.6%

28.7%

27.8%

34.4%

33.3%

100.0%

33.8%

29.6%

0.6%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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5
0

～59

歳 

 

6
0

～69

歳 

 

70

歳
以
上 

 

凡
例 

 

  

2.7% 22.0%

26.4%

43.3%

33.3%

31.3%

40.3%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=150)

2.男性
(N=72)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
2.9%

5.6%

21.0%

26.8%

36.2%

36.6%

39.9%

28.2% 2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=138)

2.男性
(N=71)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
17.1%

14.4%

27.1%

38.5%

25.0%

22.1%

25.7%

22.1%

5.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=140)

2.男性
(N=104)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答

17.1%

14.4%

27.1%

38.5%

25.0%

22.1%

100.0%

25.7%

22.1%

5.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=140)

2.男性
(N=104)

3.（ ）
(N=1)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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【過年度調査との比較】 

「1．賛同する」と「2．どちらかといえば賛同する」を合わせた『賛同する』の割合は、男女とも

に減少傾向であり、平成 9（1997）年と平成 29（2017）年を比較すると、女性は 12.8 ポイント、男

性は 17.5 ポイント減少している。 

 

≪女性≫ 

 

 

≪男性≫ 

 

 

  

6.5%

4.5%

5.3%

34.1%

32.7%

22.5%

30.3%

35.1%

36.4%

27.0%

22.4%

34.8%

2.1%

5.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成9年

（N=806）

平成23年

（N=897）

平成29年

（N=1,199）

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答

10.7%

9.5%

7.3%

44.6%

40.8%

30.5%

24.9%

28.1%

31.4%

18.2%

17.9%

28.9%

1.5%

3.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成9年

（N=466）

平成23年

（N=524）

平成29年

（N=688）

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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問８ 例えば「力持ちで男らしい」や「おとなしくて女らしい」、もしくは「男のくせに泣くな」

や「女のくせに愛想がない」など、「男は男らしく」「女は女らしく」というような考え方が

ありますが、あなたはどう思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

「1．賛同する」と「2．どちらかといえば賛同する」を合わせた『賛同する』は 36.3％、「4．賛

同しない」と「3．どちらかといえば賛同しない」を合わせた『賛同しない』は 62.1％であった。 

 

 

 

 

 

性別 

「1．賛同する」と「2．どちらかといえば賛同する」を合わせた『賛同する』は、女性が 32.2％、

男性が 43.9％であり、女性より男性の方が肯定的な考えを持っている人が多い。 

一方で、「4．賛同しない」と「3．どちらかといえば賛同しない」を合わせた『賛同しない』は、

女性が 66.6％、男性が 54.0％であり、男性より女性の方が否定的な考えをもっている人が多い。 

 

  

1.賛同する
7.1%

2.どちらかといえば

賛同する 29.2%

3.どちらかと

いえば賛同し

ない 32.2%

4.賛同しない
29.9%

無回答
1.7%

(N=1,906)

5.1%

10.8%

27.1%

33.1%

10.0%

36.3%

24.9%

50.0%

30.3%

29.1%

40.0%

1.3%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=1,199)

2.男性
(N=688)

3.（ ）
(N=10)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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年齢別かつ性別 

女性と男性で意識が最も大きく異なる年齢層は 50～59 歳、次いで 70 歳以上、60～69 歳であっ

た。 

また、16～19 歳では、女性の 82.0％、男性の 70.8％が否定的な考えをもっており、女性、男性

ともに否定的な考えを持っている人が多い。 

 

1
6

～19

歳 

 

20

～29

歳 

 

30

～39

歳 
 

40

～49

歳 

 

凡
例 

 

 

  

3.8%

6.1%

14.2%

22.7%

44.3%

28.3%

37.7%

42.5% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=289)

2.男性
(N=247)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
2.2%

7.3%

28.9%

30.9%

44.4%

25.5%

24.4%

32.7% 3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=90)

2.男性
(N=55)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する
3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない
無回答

1.3%

13.0%

33.8%

29.6%

36.9%

27.8%

28.0%

27.8% 1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
5.2%

12.0%

39.2%

47.0%

27.6%

21.7%

27.2%

15.7%

0.9%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=232)

2.男性
(N=83)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答

1.3%

13.0%

33.8%

29.6%

36.9%

27.8%

100.0%

28.0%

27.8% 1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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5
0

～59

歳 

 

6
0

～69

歳 

 

70

歳
以
上 

 

凡
例 

 

  

4.0%

4.2%

26.0%

48.6%

39.3%

20.8%

29.3%

25.0%

1.3%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=150)

2.男性
(N=72)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
3.6%

7.0%

25.4%

40.8%

34.8%

32.4%

34.8%

16.9%

1.4%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=138)

2.男性
(N=71)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する
3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない
無回答

16.4%

28.8%

27.9%

34.6%

25.7%

15.4%

23.6%

17.3%

6.4%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=140)

2.男性
(N=104)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答

1.3%

13.0%

33.8%

29.6%

36.9%

27.8%

100.0%

28.0%

27.8% 1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.賛同する 2.どちらかといえば賛同する

3.どちらかといえば賛同しない 4.賛同しない

無回答
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問９ あなた自身はどのようにありたいと思いますか。（あてはまるもの１つに○） 

 

「2．性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う」が最も多く 75.5％、次いで「1.「男

らしく」または「女らしく」ありたいと思う」が 17.6％であった。 

 

 

 

 

「9．その他」の回答 

・個性は重んじつつ、女性のマナーは大切にしたい 

・自然体でありたい。 

・自分がありたいようにあればそれでいいと思う。自分らし

さより決めつけられなければそれでいい。 等 

 

 

  

1.「男らしく」または「女

らしく」ありたいと思う
17.6%

2.性別ではなく個性

（自分らしさ）を大切に

したいと思う 75.5%

3.その他 1.8%

4.わからない 4.1%

無回答 0.9%

(N=1,906)
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性別 

男女ともに「2．性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う」が最も多く、次いで「1.

「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う」であった。 

なお、「2．性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う」は、男性より女性の割合が

多くなっている。 

 

 

 

  

14.4%

23.3%

20.0%

79.2%

69.3%

70.0%

1.8%

1.9%

10.0%

3.9%

4.5%

0.7%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=1,199)

2.男性
(N=688)

3.（ ）
(N=10)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答
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年齢別かつ性別 

いずれも「2．性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う」が最も多く、次いで「1.

「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う」であった。 

また、「2．性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う」は、30～39 歳を除いて、い

ずれの年齢層でも男性より女性の割合が多く、女性と男性で意識が大きく異なる年齢層は 70 歳以

上であった。 

 

1
6

～19

歳 

 

20

～29

歳 

 

30

～39
歳 

 

40

～49

歳 

 

凡
例 

 

  

9.7%

17.0%

83.4%

74.1%

0.7%

2.0%

5.9%

6.9%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=289)

2.男性
(N=247)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答
13.3%

21.8%

75.6%

69.1%

2.2%

7.8%

7.3%

1.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=90)

2.男性
(N=55)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う
2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う
3.その他
4.わからない
無回答

13.4%

13.0%

80.9%

81.5%

1.9%

3.7%

3.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う
2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う
3.その他
4.わからない
無回答

19.0%

30.1%

76.3%

62.7%

1.7%

3.6%

2.2%

2.4%

0.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=232)

2.男性
(N=83)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答

13.4%

13.0%

80.9%

81.5%

100.0%

1.9%

3.7%

3.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答
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5
0

～59

歳 

 

6
0

～69

歳 

 

70

歳
以
上 

 

凡
例 

 

  

15.3%

29.2%

78.7%

66.7%

2.7%

1.4%

3.3%

1.4%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=150)

2.男性
(N=72)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答
10.9%

16.9%

83.3%

76.1%

2.9%

1.4%

2.2%

4.2%

0.7%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=138)

2.男性
(N=71)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う
2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う
3.その他
4.わからない
無回答

21.4%

39.4%

72.1%

55.8%

1.4%

1.0%
2.9%

1.9%

2.1%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=140)

2.男性
(N=104)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答

13.4%

13.0%

80.9%

81.5%

100.0%

1.9%

3.7%

3.8%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.「男らしく」または「女らしく」ありたいと思う

2.性別ではなく個性（自分らしさ）を大切にしたいと思う

3.その他

4.わからない

無回答
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問 10 あなたは、セクシュアルマイノリティ※（性的少数者）に対する偏見がなくなり、生活しや

すくするためにはどうするべきだと思いますか。（優先的にすべきもの３つまでに○） 

※セクシュアルマイノリティ：性的指向が異性ではない方や心と体の性別に違和感がある方などのこと。 

 

「1．ありのままの姿、考え方を受け入れる」が最も多く 69.5％、次いで「2．コミュニケーショ

ンを図る」が 41.2％、「3．市が制度や環境の整備を図る」が 30.5％であった。 

 

 

「6．その他」の回答 

・テレビなどで社会的にもっと取り上げる。 

・パートナー制度などが広まればいいと思う。 

・子どもの頃から、違いを受け入れる心の土壌をつくる。 

・反対です。セクシャルマイノリティは認めたくない。 等 

 

  

69.5%

41.2%

30.5%

22.0%

10.8%

7.5%

4.6%

1.2%

0% 50% 100%

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる

2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る

4.イベントや講座を開催し、理解を深める

7.わからない

5.啓発パンフレットを配布する

6.その他

無回答

複数回答(N=1,906)
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性別 

男女ともに「1．ありのままの姿、考え方を受け入れる」が最も多く、次いで「2．コミュニケー

ションを図る」であった。 

なお、「1．ありのままの姿、考え方を受け入れる」は、男性より女性の割合が多くなっている。 

 

 

  

72.7%

64.2%

60.0%

41.5%

41.4%

30.0%

31.8%

28.8%

10.0%

23.0%

20.2%

30.0%

6.9%

8.4%

3.7%

5.7%

50.0%

9.1%

13.4%

20.0%

0.9%

1.5%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=1,199)

2.男性
(N=688)

3.（ ）
(N=10)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
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年齢別かつ性別 

いずれも「1．ありのままの姿、考え方を受け入れる」が最も多くなっている。 

また、「1．ありのままの姿、考え方を受け入れる」は、20～29 歳を除いて、いずれの年齢層でも

男性より女性の割合が多く、女性と男性で意識が大きく異なる年齢層は 70歳以上であった。 

 

  

1
6

～19

歳 

 

2
0

～29

歳 

 

30

～39

歳 

 

40

～49

歳 

 

凡
例 

 

79.2%

69.6%

39.8%

47.0%

29.8%

29.1%

20.8%

16.6%

5.5%

5.7%

4.8%

6.5%

8.0%

12.6%

0.4%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=289)

2.男性
(N=247)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答74.4%

74.5%

50.0%

40.0%

41.1%

30.9%

17.8%

18.2%

6.7%

5.5%

4.4%

10.9%

4.4%

9.1%

1.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=90)

2.男性
(N=55)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
73.2%

68.5%

54.8%

53.7%

44.6%

27.8%

29.9%

22.2%

7.0%

3.7%

3.8%

7.4%

3.8%

7.4%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
77.6%

68.7%

49.1%

33.7%

28.4%

22.9%

19.4%

20.5%

4.7%

4.8%
5.6%

7.2%

5.2%

10.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=232)

2.男性
(N=83)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答

73.2%

68.5%

54.8%

53.7%

44.6%

27.8%

29.9%

22.2%

7.0%

3.7%

3.8%

7.4%

3.8%

7.4%

100.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
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5
0

～59

歳 

 

6
0

～69

歳 

 

70

歳
以
上 

 

凡
例 

 

  

69.3%

62.5%

38.7%

41.7%

34.0%

33.3%

26.7%

26.4%

5.3%

16.7%

2.7%

1.4%

12.7%

9.7%

0.7%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=150)

2.男性
(N=72)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
65.2%

57.7%

30.4%

33.8%

33.3%

33.8%

26.1%

29.6%

12.3%

14.1%

2.2%

4.2%

13.0%

16.9%

2.2%

1.4%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=138)

2.男性
(N=71)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
60.0%

46.2%

25.7%

33.7%

17.1%

25.0%

22.1%

18.3%

10.0%

12.5% 2.9%

19.3%

23.1%

5.0%

5.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=140)

2.男性
(N=104)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答

73.2%

68.5%

54.8%

53.7%

44.6%

27.8%

29.9%

22.2%

7.0%

3.7%

3.8%

7.4%

3.8%

7.4%

100.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.ありのままの姿、考え方を受け入れる 2.コミュニケーションを図る

3.市が制度や環境の整備を図る 4.イベントや講座を開催し、理解を深める

5.啓発パンフレットを配布する 6.その他

7.わからない 無回答
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問 11 あなたは、男女共同参画社会※について、子どもたちが何を通して学ぶとよいと思います

か。（特によいと思うもの３つまでに○） 

※男女共同参画社会：女性も男性も、性別にかかわりなく、意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会。 

 

「1．学校の授業・学校での生活」が最も多く 83.8％、次いで「5．家庭生活のなか」が 54.3％、

「2．新聞やテレビなど情報媒体」が 43.3％であった。 

 

 

「6．その他」の回答 

・ＳＮＳ，インターネット。 

・会社訪問や事業所訪問の機会を設ける。 

・親だけの意見では偏りが出てしまうため第三者を混えて親子の考え方を変

えていける参加型の場。 等 

 

  

83.8%

54.3%

43.3%

15.2%

4.9%

4.5%

3.8%

0.7%

0% 50% 100%

1.学校の授業・学校での生活

5.家庭生活のなか

2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー

4.パンフレットやチラシ

7.わからない

6.その他

無回答

複数回答(N=1,906)
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性別 

男女ともに「1．学校の授業・学校での生活」が最も多く、次いで「5．家庭生活のなか」であっ

た。 

なお、「1．学校の授業・学校での生活」は、男性より女性の割合が多くなっている。 

 

 

 

  

84.8%

82.6%

70.0%

44.9%

41.3%

10.0%

15.1%

15.3%

10.0%

4.3%

5.8%

10.0%

57.0%

49.9%

50.0%

3.5%

4.4%

4.2%

4.7%

30.0%

0.7%

0.6%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=1,199)

2.男性
(N=688)

3.（ ）
(N=10)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答
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年齢別かつ性別 

いずれも「1．学校の授業・学校での生活」が最も多くなっている。 

1
6

～19

歳 

 

2
0

～29

歳 

 

30

～39

歳 

 

40

～49
歳 

 

凡
例 

 

  

86.2%

78.9%

47.8%

39.3%

13.8%

12.1%

5.9%

4.9%

45.0%

43.7%

2.1%

5.7%

2.8%

6.5%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=289)

2.男性
(N=247)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答
88.9%

85.5%

53.3%

41.8%

10.0%

14.5%

4.4%

7.3%

62.2%

50.9%

3.3%

7.3%

2.2%

1.8%

1.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=90)

2.男性
(N=55)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答

93.0%

85.2%

45.2%

33.3%

12.1%

13.0%

3.2%

64.3%

61.1%

4.5%

5.6%

1.9%

5.6%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答

84.9%

89.2%

43.1%

45.8%

10.8%

15.7%

3.9%

7.2%

61.2%

48.2%

5.6%

4.8%

4.3%

1.2%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=232)

2.男性
(N=83)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答

93.0%

85.2%

45.2%

33.3%

12.1%

13.0%

3.2%

64.3%

61.1%

4.5%

5.6%

1.9%

5.6%

100.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答
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5
0

～59

歳 

 

6
0

～69

歳 

 

70

歳
以
上 

 

凡
例 

 

80.7%

86.1%

44.7%

44.4%

20.0%

13.9%

1.3%

9.7%

59.3%

51.4%

4.7%

1.4%

5.3%

2.8%

0.7%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=150)

2.男性
(N=72)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答
81.2%

90.1%

44.2%

45.1%

21.0%

22.5%

5.8%

5.6%

61.6%

54.9%

2.2%

1.4%

5.8%

4.2%

2.2%

1.4%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=138)

2.男性
(N=71)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答

77.9%

76.0%

36.4%

41.3%

20.7%

20.2%

5.0%

6.7%

56.4%

54.8%

2.1%

2.9%

7.9%

5.8%

2.9%

1.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=140)

2.男性
(N=104)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答

93.0%

85.2%

45.2%

33.3%

12.1%

13.0%

3.2%

64.3%

61.1%

4.5%

5.6%

1.9%

5.6%

100.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

1.女性
(N=157)

2.男性
(N=54)

3.（ ）
(N=1)

1.学校の授業・学校での生活 2.新聞やテレビなど情報媒体

3.講座・セミナー 4.パンフレットやチラシ

5.家庭生活のなか 6.その他

7.わからない 無回答


